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タクシー券の利用率の目標は一定の水準を維持しており、本事業に対する障害者の期待が大きい。

3 予算の執行率は高く、契約しているタクシー会社も数多く、適切に事業は実施されている。
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管

福祉部

年度
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事
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要

行政計画

昭和

障害福祉課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

要綱

なし

　

心身障害者タクシー券の交付又は自動車燃料費の助成を行い、日常生活の利便を図る。

人給付者数

％

76.0

2,845

[終了予定]

燃料費実利用率

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

東京都台東区心身障害者タクシー事業実施要綱
台東区心身障害者自動車燃料費助成要綱

　

２５年度

なし

種　別 指標の名称

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

心身障害者タクシー券の交付又は自動車燃料費の助成を行う（自動車燃料費は昭和６０年度に追加）
・タクシー券交付枚数、1か月あたり3、５００円相当（100円券10枚・500円券5枚）
・自動車燃料費助成限度額　月額２，２００円

％

 [施　　策]

下肢、体幹又は内部障害1級から3級、視覚障害1・2級、上肢障害1級、愛の手帳１・２度の者（所得制限あり）

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

2,815

77.0

2,793

76.0

2,815

なし

(単位)

タクシー券利用率

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

移動や外出の利便を図り、障害者の生活圏の拡大と社会参加を促進させるために必要不可
欠な事業であり、今後も利用者の利便性の向上を図りながら事業を維持していく。

2,983

102,158

財源項目

(単位：千円)

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

利用率は毎年一定水準を維持しており、利用者の本事業の目的に対する理解が高く、効率に執行されている効率性

4

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 106,420 107,674 106,992

タクシー券の印刷にあたり、利用登録者の推移を見ながら無駄の無い最低限の印刷数に努め、印刷製本費の支出を
減らした

必要性

評
価
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視
点

評価 評価の理由

事
務
事
業
の
実
績

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

3

目的達成度 3

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

75.0

障害者の生活圏の拡大と社会参加の促進を図る必要から、当事業の必要性は大きい。

102,303

1,601

104,008

1,706

107,674 106,992

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

3,915

106,420

103,759

76.078.0 78.0

77.0

　決算額　　(単位：千円) 103,270

3,150

101,715

1,555


